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＜作り方＞
１　①�かぼちゃは 1㎝厚さのくし型切り。なすは 4cm長さの縦割にし、水にさらしてあく抜きする。赤ピーマンは 1

㎝幅、いんげんは、２～３等分に切る。みょうがは縦半分に切って斜め薄切りにし、水にさらしてあく抜きをする。
　　②フライパンに油を 1㎝程入れ、170℃の温度で野菜（もやしとみょうがを除く）を揚げ焼きにし、Ａにつけこむ。
　　③そうめんをゆでて水で洗い、冷水で冷ます。そうめんと野菜を皿に盛り、上からつけ汁をかける。
２　①ゴーヤは 3等分にし、中身をくり抜いて塩もみし、熱湯でさっとゆがく。たまねぎと、椎茸をみじん切りにする。
　　②�魚のすり身にＢ、①のたまねぎと椎茸を加え混ぜ合わせる。ゴーヤの内側にかるく小麦粉をまぶし、すり身を詰

めて 1～ 2㎝幅の輪切りにする。フライパンに油を熱し、両面をこんがりと焼いたら、Ｃを加えて煮つめる。
３　①オクラは表面を塩もみし熱湯でさっとゆがき、乱切りにする。たまねぎ、ハムは 1㎝の角切りにする。
　　　にんじんは 1㎝幅の色紙切りにし、長ねぎは小口切りにしておく。
　　②鍋に油をひいて①をいためる。水とコンソメ、アサリを加えて煮こみ、塩こしょうで味を調える。
４　①フライパンに砂糖と水を加え、全体にふつふつとした泡がでてきたら、乾煎りしたいりことごまを加えからめる。

〜やっちみろや健康づくり21〜
『健康づくりは食事から』

編集後記
子どもたちは、夏休み真っ只中。
花火大会、祭りなど楽しいイベ
ントが盛りだくさんの８月で
す。気温があがるため、海や川
で遊ぶことも多くなりますが、
その分水難事故も多い季節とな
ります。泳ぐ時には、十分に注
意をしながら楽しい思い出を作
りましょう。（Ｋ）

 夏の定番“そうめん”。南蛮酢につけたたっぷりの
野菜と一緒にどうぞ♪酸味がきいて食欲をそそりま
す。食欲の落ちる季節ですが、バランス良く食べて
夏の暑さに負けない体を作っていきましょう。

●町内人口

（　　）内は前月

７月１日現在

男

8,818
（8,804）

9,800
（9,794）

18,618
（18,598）

6,909
（6,904）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

◎町県民税　　　（２期）
◎国民健康保険税（２期）

今月の納期
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後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場

合
や
資
格
取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ

に
よ
り
国
民
年
金
の
資
格
期
間
が

な
い
場
合
に
は
、
将
来
の
年
金
受

給
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金

そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料
納
付
や

免
除
等
の
合
計
が
25
年
（
３
０
０

月
）
未
満
の
場
合
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10
年

に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月

分
以
降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。（
注
）

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
後
納
保
険
料
を
納
付
す

る
た
め
に
は
事
前
に
お
申
し
込
み

い
た
だ
き
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
―

０
１
１
―
０
５
０
）
ま
た
は
延
岡
年

金
事
務
所
（
☎
０
９
８
２
―
２
１
―

５
４
２
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

注
：
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る

期
間
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

門
川
町
の
石
造
物

２ 

石
屋
和
七
供
養
塔（
加
草・海
田
）

　

加
草
の
海
田
に
鳴
子
川
か
ら
水
を
引
い
て
い

る
隧
道
が
枝
の
丘
陵
の
下
を
通
っ
て
い
る
。
そ

の
掘
削
に
功
労
が
あ
っ
た
の
が
石
屋
和
七
で
あ

る
。
か
つ
て
海
田
地
区
は
、
丘
陵
に
よ
っ
て
さ

え
ぎ
ら
れ
て
い
る
た
め
山
を
掘
り
ぬ
い
て
鳴
子

川
の
水
を
引
く
以
外
に
灌
漑
の
方
法
が
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
村
々
を
渡
り
歩
い
て
仕
事
を
請

け
負
っ
て
い
た
石
工
の
和
七
に
懇
請
し
て
掘
削

し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
岩
石

が
固
い
の
と
和
七
も
掘
削
工
事
の
専
門
家
で
は

な
か
っ
た
の
で
難
工
事
と
な
っ
た
。
途
中
で
断

念
し
て
逃
げ
出
し
た
り
も
し
た
が
、
再
び
思
い

直
し
て
戻
っ
て
来
て
つ
い
に
は
工
事
を
完
成
さ

せ
た
と
伝
え
て
い
る
。

　

そ
の
和
七
の
功
績
を
後
世
に
残
し
、
供
養
の

た
め
に
、
隧
道
の
上
の

山
に
建
立
さ
れ
た
の

が
、
こ
の
供
養
塔
で
あ

る
。
現
在
は
、
丘
陵
の

南
東
の
端
を
掘
り
き
っ

て
県
道
土
々
呂
日
向
線

に
抜
け
て
い
た
道
が
拡

幅
さ
れ
た
た
め
、
山
の

上
に
あ
っ
た
供
養
塔

は
、
道
の
わ
き
の
水
路
の
そ
ば
の
空
き
地
に
移

設
さ
れ
て
い
る
。

　

正
面
に
「
供
養
塔　

石
屋
和
七
」
と
あ
り
、

横
に
「
享
和
三
癸
亥
天
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

下
に
庄
屋
園
田
喜
平
治
、
弁
指
兵
蔵
、
同
平

八
、
同
太
右
ェ
門
、
組
頭
十
蔵
、
喜
代
七
、
庄

五
郎
、
平
右
ェ
門
、
友
吉
、
宇
吉
、
浅
右
ェ

門
、
茂
平
、
世
話
人
宗
作
の
名
が
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
脇
に
も
う
ひ
と
つ
明
治
四
十
三
年
に

改
堀
し
た
際
の
記
念
碑
が
あ
る
。
そ
れ
に
も

「
往
古
開
鑿
功
労
者
石
屋
和
七
氏
」
と
あ
ら
た

め
て
刻
ま
れ
て
い
る
。

上から「供養塔　石屋和七」左：明治43年改堀記念碑  右：享和三年の供養塔

温
泉
プ
ー
ル
営
業
中
！

　

８
月
26
日
（
日
）
ま
で
、
温
泉
プ
ー

ル
を
営
業
し
て
い
ま
す
。約
20
ｍ
の
プ
ー

ル
・
幼
児
用
プ
ー
ル
・
採
暖
プ
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
営
業
時
間
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
大
人

５
０
０
円
・
中
学
生
３
０
０
円
・
４
歳

か
ら
小
学
生
２
０
０
円
の
入
浴
料
で

プ
ー
ル
と
温
泉
の
両
方
が
ご
利
用
で
き

ま
す
。
回
数
券
を
購
入
す
る
と
大
変
お

得
で
す
。
楽
し
い
夏
休
み
を
、
ぜ
ひ
、

心
の
杜
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
♪

心
の
杜
は
、
計
画
停
電
の
対
象
外

で
す
。

　

心
の
杜
は
、
今
夏
の
計
画
停
電
の
対

象
外
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
電

力
に
よ
る
と
原
則
と
し
て
計
画
停
電
は

行
わ
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
も
し
も

停
電
に
な
っ
た
時
、
心
の
杜
は
、
休
館

日
以
外
は
い
つ
で
も
営
業
し
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
夏
メ
ニ
ュ
ー
が

人
気
で
す
！

　

レ
ス
ト
ラ
ン
『
味
処
こ
こ
ろ
』
で
は
、

夏
季
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
冷
汁

（
５
０
０
円
）・
か
き
氷
（
２
０
０
円
）・

か
き
氷
ミ
ル
ク
か
け
（
２
５
０
円
）・
ソ

フ
ト
フ
ラ
ッ
ペ
（
３
０
０
円
）
を
ご
提

供
し
て
い
ま
す
。
ざ
る
そ
ば
、
冷
麺
は

日
替
り
定
食
で
提
供
い
た
し
ま
す
。
か

き
氷
・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
ソ
フ
ト
フ

ラ
ッ
ペ
・
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
は
お
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
と
売
店

は
自
由
に
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

町
報
の
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

町
報
６
月
号
の
温
泉
特
集
ペ
ー
ジ
に
、

入
浴
料
と
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
割
引

ク
ー
ポ
ン
券
が
付
い
て
い
ま
す
。
使
用

期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
忘
れ
な
い
う

ち
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】 

か
ど
が
わ
温
泉
心
の
杜
（
門
川
町
福
祉

健
康
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
）

〒
８
８
９
―
０
６
０
２

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
門
川
町
大
字
庵
川

１
９
４
２

電　

話
：
０
９
８
２
―
６
３
―
７
７
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
９
８
２
―
６
３
―
７
７
９
０



水
辺
環
境
調
査
指
標
を
用
い
た

水
辺
調
査

　
「
水
辺
環
境
指
標
を
用
い
た
水
辺
調
査
」

と
は
、
身
近
な
水
辺
に
住
む
生
物
を
調
べ
、

水
の
き
れ
い
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
水
辺
に

親
し
む
こ
と
で
、
水
辺
の
環
境
に
つ
い
て
関

心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
７
月
６
日
（
金
）
に

丸
バ
エ
川
で
草
川
小
学
校
４
年
生
、
９
日

（
月
）
に
五
十
鈴
川
で
五
十
鈴
小
学
校
４
年

生
、
10
日
（
火
）
に
五
十
鈴
川
で
西
門
川
小

学
校
３
・
４
年
生
の
み
な
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
６
日
（
金
）
に
は
講

師
補
助
員
と
し
て
門
川
高
校
の
生
徒
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
水
辺
環
境
を
楽
し
く
調

査
で
き
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
で
県
表
彰
受
賞

　

７
月
６
日
に
宮
崎
市
に
お
い
て
宮
崎
県
青

少
年
健
全
育
成
表
彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、

門
川
町
か
ら
は
青
少
年
指
導
員
の
和
田
功
二

（
わ
だ 

こ
う
じ
）
さ
ん
、
水
永
隆
幸
（
み

ず
な
が 

た
か
ゆ
き
）
さ
ん
、
蓮
本
秀
則
（
は

す
も
と 

ひ
で
の
り
）
さ
ん
、
赤
澤
誠
二
（
あ

か
ざ
わ 

せ
い
じ
）
さ
ん
の
４
名
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
表
彰
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た

め
に
積
極
的
に
活
動
し
、
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
４
名
の
方

に
は
10
年
以
上
に
わ
た
り
町
の
青
少
年
指
導

員
と
し
て
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。

海
浜
公
園
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

７
月
10
日
（
火
）
よ
り
、
今
年
も
門
川
海

浜
総
合
公
園
内
の
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。
カ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
流
れ
る
プ

ー
ル
、
児
童
用
プ
ー
ル
な
ど
が
楽
し
め
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
８
月
26
日

（
日
）
ま
で
、
期
間
内
無
休
で
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。

寄
付
金
報
告

　

７
月
11
日
（
水
）

株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル

メ
デ
ィ
ア
ワ
イ
ワ
イ

様
よ
り
、
門
川
町
の

活
性
化
の
た
め
に
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
預
り
し
ま

し
た
寄
付
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
御
厚
志

に
沿
い
ま
す
よ
う
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

第
21
回
東
九
州
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

平
成
24
年
７
月
21
日
・
22
日
に
、
門
川
町

海
浜
総
合
公
園
を
会
場
と
し
て
「
第
21
回
東

九
州
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
九
州
内
の
30
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
こ
の
大
会
で
は
、
各
選
手
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
。
優
勝
は
宮
崎
市

の
広
瀬
北
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
飾
り
ま
し
た
。
２
日
間
に
渡
り
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
大
会
役
員
、
審
判
、
少
年

団
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
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門
川
町
を
拠
点
に
格
闘
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
園
田
顕
悟
さ
ん
（
東

栄
町
）。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
キ
ッ
ク
ボ
ク

サ
ー
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を
残
し
、

満
を
持
し
て
昨
年
10
月
に
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

　
「
プ
ロ
に
な
る
と
グ
ロ
ー
ブ
の
厚
さ

が
薄
く
な
り
、
ケ
ガ
を
す
る
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
緊
張
感
あ
る

試
合
が
続
き
ま
す
」
と
プ
ロ
の
厳
し

さ
を
話
す
。

　

幼
少
の
頃
よ
り
父
の
開
く
道
場
で

空
手
に
励
ん
で
き
た
園
田
さ
ん
が
、

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
高
校
生
の
頃
。

憧
れ
の
プ
ロ
選
手
か
ら
勧
め
ら
れ
た

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
選
手

の
道
場
に
所
属
し
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
の
厳
し
い
修
行
を
積
み
な
が
ら

様
々
な
大
会
で
優
勝
を
飾
っ
て
き
た
。

　

現
在
、
平
日
は
町
内
で
練
習
し
、

週
末
は
県
外
の
道
場
へ
出
稽
古
に
行

き
、
月
１
回
は
所
属
し
て
い
る
東
京

の
道
場
で
指
導
を
受
け
て
い
る
。
多

忙
な
日
々
を
送
り
な
が
ら
、
関
東
に

活
躍
選
手
が
集
中
し
て
い
る
格
闘
技

業
界
の
な
か
で
奮
起
し
て
い
る
。

　
「
都
会
の
選
手
と
比
べ
て
交
通
の
便

な
ど
不
利
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々

に
恩
返
し
を
す
る
た
め
に
、
そ
し
て

地
方
で
も
で
き
る
ん
だ
と
勇
気
を
与

え
ら
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」。

　

１
日
８
時
間
以
上
の
練
習
に
励
み

な
が
ら
、
日
本
人
大
激
戦
区
と
い
わ

れ
る
63
㎏
級
で
戦
う
園
田
さ
ん
。「
い

つ
も
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
食
事
、

睡
眠
な
ど
の
生
活
の
リ
ズ
ム
で
す
。

練
習
を
苦
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
減

量
く
ら
い
で
、
や
は
り
試
合
に
勝
つ

こ
と
は
最
高
で
す
」
と
笑
顔
。

　

格
闘
技
を
通
じ
て
、
自
己
改
善
を

実
感
し
た
と
い
う
園
田
さ
ん
は
格
闘

技
教
室
の
指
導
者
も
務
め
て
い
る
。

「
昔
の
自
分
を
振
り
返
る
と
、
だ
ら
し

な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
練
習

に
よ
っ
て
、
集
中
力
が
つ
き
ま
し
た

し
努
力
す
る
こ
と
を
覚
え
ま
し
た
。

町
内
の
方
に
は
、
格
闘
技
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
も
効
果
的
な
の
で
オ
ス
ス
メ
し

ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
。

　

最
後
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、

「
９
月
か
ら
若
手
選
手
最
強
を
決
め
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
す
。
勝

ち
続
け
れ
ば
世
界
の
ベ
ル
ト
が
み
え

て
き
ま
す
の
で
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
自
信
に
満
ち
た
表
情
を
み

せ
る
。
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
20

歳
。
近
い
将
来
門
川
町
か
ら
世
界
で

通
用
す
る
格
闘
技
選
手
が
誕
生
す
る

か
も
し
れ
な
い
。

門
川
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
す
！

プ
ロ
格
闘
家

園
田
　
顕
悟
さ
ん

 水永隆幸さん（尾末東）和田功二さん（庵川西）

赤澤誠二さん（尾末東）蓮本秀則さん（小松）
←�７月17日には中国で行な

われた大会での勝利を町長
に報告した。
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８
月
１
日
（
水
）
か
ら
「
児
童
扶
養
手

当
現
況
届
」
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
所
得
の
状

況
と
８
月
１
日
現
在
の
児
童
の
養
育
の
状

況
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手
当
を
支
給
で

き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続

き
で
す
。
こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
８

月
以
降
の
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
所
得
が
限
度
額
を
超
え
て
い
る

た
め
、
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
受

給
資
格
者
も
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
況
届
が
提
出
さ
れ
ず
２
年
を
経
過
す

る
と
時
効
と
な
り
、
受
給
資
格
を
失
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
等

詳
し
い
こ
と
は
文
書
に
て
通
知
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

◆
提
出
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
金
）

⑴
門
川
町
で
は
、
防
災
メ
ー
ル
に
よ
る
情

報
配
信
を
は
じ
め
町
民
の
み
な
さ
ま
の

「
安
心
・
安
全
」
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
さ
ら
な
る
「
安
心
・
安
全
」

確
保
の
た
め
、
避
難
勧
告
・
指
示
、
各
種

警
報
等
の
【
住
民
の
生
命
に
関
わ
る
緊
急

災
害
情
報
】
を
平
成
23
年
８
月
15
日
よ
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
【
エ

リ
ア
メ
ー
ル
】
に
引
き
続
き
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

㈱
（
au
）
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
㈱

が
平
成
24
年
８
月
１
日
よ
り
ケ
ー
タ
イ
で

も
受
信
で
き
る
【
緊
急
速
報
メ
ー
ル
】
の

運
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

⑵
こ
れ
は
、
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
を

携
帯
電
話
に
配
信
す
る
「
緊
急
速
報
メ
ー

ル
」
を
利
用
し
、
門
川
町
に
お
け
る
緊
急

性
の
高
い
災
害
情
報
や
避
難
勧
告
等
の
情

報
を
、
町
内
エ
リ
ア
に
あ
る
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱

（
au
）
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
㈱
の

携
帯
電
話
に
一
斉
に
配
信
す
る
仕
組
み
を

利
用
す
る
も
の
で
、
事
前
登
録
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
個
人
情
報
）
は
一

切
使
用
せ
ず
に
、
被
災
の
お
そ
れ
の
あ
る

エ
リ
ア
（
市
町
村
単
位
）
に
対
し
て
、
緊

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
と
は
？

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童
（
18
歳
の
年
度
末
ま
で
）
を
監

護
・
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

支
給
要
件
は
？

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
の
父

ま
た
は
母
が
、
児
童
を
監
護
す
る
と
き
、

も
し
く
は
父
ま
た
は
母
が
監
護
を
し
な
い

場
合
に
お
い
て
そ
れ
以
外
の
人
が
当
該
児

童
を
養
育
す
る
と
き
。
な
お
、
父
が
請
求

す
る
場
合
は
児
童
を
監
護
す
る
こ
と
に
加

え
、
生
計
同
一
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

①�

父
母
が
離
婚
（
事
実
婚
・
内
縁
関
係
の

解
消
を
含
み
ま
す
）

急
情
報
を
一
斉
に
配
信
す
る
も
の
で
、
個

人
情
報
は
取
得
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

⑶
こ
れ
に
よ
り
、
既
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
「
防
災
メ
ー
ル
配
信
（
事
前

登
録
型
）」
と
併
せ
て
、
一
人
で
も
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ま
に
、
緊
急
災
害
情
報

を
速
や
か
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
機
種
に
よ
っ
て
は
、
事
前

設
定
が
必
要
と
な
る
も
の
と
受
信
で
き
な

い
機
種
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
門
川
町
と
し
ま
し
て
は
、
地

域
住
民
の
み
な
さ
ま
の
「
安
心
・
安
全
」

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
エ
リ
ア
メ
ー
ル
】・【
緊
急
速
報
メ
ー
ル
】

の
特
徴

①�

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
、
対
応
機
種

の
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
方
な
ら
誰

で
も
受
信
で
き
ま
す
。

②
受
信
に
関
す
る
費
用
は
無
料
で
す
。

③�

受
信
す
る
と
、
専
用
の
着
信
音
が
流
れ

る
か
、
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
動
し

ま
す
。

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

③
父
ま
た
は
母
が
障
害
の
状
態
に
あ
る

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

⑤�

父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
⑥�

父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る

⑦�

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
（
未
婚
の
子
）

　

た
だ
し
、
請
求
者
及
び
児
童
が
公
的
年

金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
、
並
び
に
児
童

が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
で
な
い
こ
と
、

ま
た
父
ま
た
は
母
以
外
の
人
が
養
育
し
て

い
る
場
合
は
当
該
児
童
と
同
居
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

手
当
の
支
給
額
は
？

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
は
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
所
得
額
に

よ
っ
て
は
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
も

④�

受
信
す
る
と
、
メ
ー
ル
内
容
が
携
帯
電

話
の
画
面
に
自
動
的
に
表
示
さ
れ
ま

す
。

⑤�

門
川
町
が
配
信
元
と
な
り
、
町
内
全
域

に
一
斉
に
緊
急
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

【
エ
リ
ア
メ
ー
ル
】・【
緊
急
速
報
メ
ー
ル
】

が
受
信
で
き
な
い
場
合

　

以
下
の
状
況
下
に
あ
っ
た
場
合
は
、
受

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い

ず
れ
の
場
合
も
受
信
で
き
な
か
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ
等
で
取
得

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

①
電
波
が
不
安
定
な
場
合

②
通
話
中
や
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
の
場
合

③
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場
合

④�

配
信
対
象
基
地
局
以
外
に
在
圏
し
て
い

る
場
合

⑤�

携
帯
電
話
の
契
約
状
態
が
「
解
除
」、「
休

止
」
の
場
合

⑥�
【
エ
リ
ア
メ
ー
ル
】・【
緊
急
速
報
メ
ー

ル
】
対
応
機
種
以
外
の
場
合

【
対
象
機
種
】
に
つ
い
て

　

対
応
機
種
に
つ
い
て
は
、
各
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
社
総

合
案
内
で
ご
確
認
下
さ
い
。

あ
り
ま
す
。

〈
児
童
１
人
の
場
合
〉

全
部
支
給

４
１
，
４
３
０
円
（
月
額
）

一
部
支
給

４
１
，４
２
０
円
～
９
，７
８
０
円
（
月
額
）

〈
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額
〉

２
人
目

５
，
０
０
０
円
（
月
額
）

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き

３
，
０
０
０
円
（
月
額
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

門
川
町
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
３
１
）

ま
た
は
、
宮
崎
県
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
９
８
５
―
２
６
―
７
５
７
０

【
お
問
合
せ
先
】

門
川
町　

総
務
課　

消
防
防
災
係

☎
６
３
―
１
１
４
０

  

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
月
で
す

【
緊
急
災
害
情
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
】（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）　
【
緊
急
速
報
メ
ー
ル
】（
au
／
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）の
配
信
運
用
の
お
知
ら
せ携帯電話設定に関するお問合せは、お近くのKDDI㈱

（au）とソフトバンクモバイル㈱へお尋ねください。
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
証
の

更
新
を
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

〈
必
要
な
も
の
〉

・
印　
　
　

鑑

・
受
給
資
格
証
（
平
成
24
年
７
月
31
日

ま
で
の
分
）

・
健
康
保
険
証
（
母
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
子
家
庭
の
父
と
児
童
全
員
の
も

の
）

〈
場　

所
〉

門
川
町
役
場
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

〈
期　

間
〉

８
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
金
）

ご
存
知
で
す
か
？
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度

〈
対
象
者
〉

　

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

母
子
家
庭
の
母
、
ま
た
は
父
子
家
庭
の

父
、
及
び
そ
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

18
歳
ま
で
の
児
童
。
ま
た
は
、
父
母
の

な
い
児
童
。

　

た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

扶
養
人
数　

   

所
得
制
限
限
度
額

０
人
…
…
…
…
１
，９
２
０
，０
０
０
円

１
人
…
…
…
…
２
，３
０
０
，０
０
０
円

２
人
…
…
…
…
２
，６
８
０
，０
０
０
円

３
人
…
…
…
…
３
，０
６
０
，０
０
０
円

４
人
…
…
…
…
３
，４
４
０
，０
０
０
円

５
人
…
…
…
…
３
，８
２
０
，０
０
０
円

　

平
成
24
年
3
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

た
、
門
川
町
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に

専
門
相
談
員
と
行
政
職
員
が
定
期
的
に

訪
問
す
る
「
門
川
町
保
育
園
・
幼
稚
園

等
訪
問
相
談
事
業
」
の
中
の
子
育
て
相

談
日
に
つ
い
て
、
下
記
の
通
り
保
育
園
・

幼
稚
園
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。
子
育
て

全
般
の
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

園
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
、
役
場

福
祉
課
で
資
格
証
交
付
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

〈
助
成
内
容
〉

　

資
格
証
の
交
付
を
受
け
た
母
子
家
庭

の
母
と
子
、
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
と

子
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
１
カ
月
の

医
療
費
（
保
険
適
用
範
囲
内
）
か
ら
自

己
負
担
月
額
１
，
０
０
０
円
を
差
引
い

た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
領
収
書
等

を
添
付
し
、
役
場
福
祉
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
助
成
を
受
け
ら
れ
る
期
間
〉

　

母
子
家
庭
の
母

　

父
子
家
庭
の
父

養
育
す
る
児
童
が
20
歳
に
達
す
る
月
ま

で
。
た
だ
し
、
児
童
が
20
歳
に
達
す
る

前
に
婚
姻
し
た
場
合
は
そ
の
月
ま
で

　　

児　

童

18
歳
に
達
す
る
年
度
が
終
了
す
る
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
】

門
川
町
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
３
１
）

【
８
月
の
訪
問
相
談
日
と
ス
タ
ッ
フ
】

平
成
24
年
８
月
７
日
（
火
）	

門
川
保
育
園

久
光　

博
之
（
し
ら
は
ま
）

志
水　

香
織
（
町
民
課
）

【
９
月
の
訪
問
相
談
日
と
ス
タ
ッ
フ
】

平
成
24
年
９
月
７
日
（
金
）	

門
川
幼
稚
園

久
光　

博
之
（
し
ら
は
ま
）

志
水　

香
織
（
町
民
課
）

平
成
24
年
９
月
11
日
（
火
）	

平
城
保
育
所

山
口　
　

茜
（
お
と
じ
ま
）

中
川　

英
子
（
ひ
だ
ま
り
）

※�

右
記
以
外
の
保
育
園
・
幼
稚
園
に
つ

き
ま
し
て
も
各
園
と
の
日
程
調
整
を

行
い
な
が
ら
訪
問
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

福
祉
課
地
域
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

陸
上
競
技
の
競
技
力
の
向
上
と
ジ
ュ
ニ

ア
の
育
成
、
さ
ら
に
駅
伝
王
国
の
復
活
を

期
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
市
町
村
対
抗
駅
伝

大
会
も
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
と
宮
崎
県
陸

上
協
会
の
主
催
に
よ
り
今
回
３
回
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
も
、
こ
の
大
会
に
門

川
町
が
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
小
中
学
生
の
部
等
の
選
考
会
を
以

下
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

出
場
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
学
校
及

び
社
会
教
育
課
ま
で
及
び
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

1　

代
表
選
手
選
考
会
の
開
催
日
時	

平
成
24
年
9
月
1
日
（
土
）		



※
小
雨
決
行

受　

付　

午
後
3
時
30
分

開　

会　

午
後
4
時

予
備
日　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

2　

代
表
選
手
選
考
会
の
開
催
場
所	

門
川
海
浜
総
合
公
園　

多
目
的
広
場	

3　

選
考
会
の
競
技
種
目	

4　

参
加
資
格				






①�

代
表
に
な
っ
た
場
合
、
本
大
会
（
平
成

25
年
１
月
14
日
）
に
出
場
で
き
る
方

②�

未
成
年
者
に
あ
っ
て
は
、
保
護
者
の
同

意
が
得
ら
れ
る
方

③�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
も
し
く
は

門
川
町
出
身
の
方

5　

代
表
選
手
の
人
数

①
～
③
は
各
種
目
の
上
位
５
名
（
補
欠
１

名
含
む
）
と
す
る
。

※�

④
～
⑥
は
、
今
回
の
選
考
会
の
成
績
と

過
去
の
レ
ー
ス
成
績
を
加
味
し
た
上
で

選
考
す
る
。

6　

申
込
期
限

平
成
24
年
8
月
24
日
（
金
）

7　

そ
の
他				






　

当
日
の
事
故
や
ケ
ガ
等
に
つ
い
て
、
一

切
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願

い
ま
す
。				






8　

連
絡
先				






　

門
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

☎
０
９
８
２
―
６
３
―
１
１
４
０

（
内
線
２
６
５
・
２
６
６
）

（
写
真
は
昨
年
度
出
場
し
た
門
川
町
代
表

の
選
手
た
ち
）
  

第
３
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
の
代
表
選
手
選
考
会
の
お
知
ら
せ
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　平成 24 年度門川町職員採用試験については、次の実施要領 ( 抜粋 ) により行います。実施要領と申込用
紙は総務課に用意してあります。

平成24年度門川町職員採用試験実施要領（抜粋）

１　採用試験の種類、職種、採用予定人員及び職務の内容
　　試験は、次の職種ごとに行います。

２　受験資格（学歴は問いません。）
　（１）年　齢

　（２）次のいずれか一つに該当する者は受験できません。
　　（ア）　日本国籍を有しない者
　　（イ）　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
　　（ウ）　禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　　（エ）　門川町職員として懲戒免職処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
　　（オ）　�日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊すること

を主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

３　試験の日時、場所及び合格発表

　※宮崎県立門川高等学校には、駐車場はありませんので公共交通機関を利用してください。
　※�試験中に携帯電話を時計代わりに使用することはできません。（試験中は、電源を切りバッグ等にしまっ

てください。）

４　試験の方法
　　初級試験については高等学校卒業程度、上級試験については大学卒業程度の試験を次のとおり実施します。

５　受験手続
　（１）　申込用紙請求先等
　　　ア　申込用紙の交付場所
　　　　　門川町役場総務課
　　　イ　郵便による申込用紙の請求方法
　　　　　請求先　〒８８９－０６９６　　
　　　　　　　　　宮崎県東臼杵郡門川町本町１丁目１番地　門川町役場総務課職員係　宛　　
　　　　�　封筒の表に「門川町職員採用試験受験申込書請求」と朱書きし、１４０円切手を貼った、宛先明

記の返信用封筒（Ａ４判が入る大きさ）を必ず同封し、門川町役場総務課に請求してください。なお、
郵送に要する往復の日数を十分考慮してください。

　（２）申込時の注意事項
　　�　�　身体に障がいがある人で、特に何らかの措置を希望する人は、会場準備等の都合がありますので、

受験申込の際に申し出てください。なお、その際には、障がいの程度を証明する書類（身体障害者手
帳の写し等）を受験申込書に添付してください。

　（３）申込用紙の提出先
　　　　門川町役場総務課
　　　　（〒８８９－０６９６　宮崎県東臼杵郡門川町本町１丁目１番地）
　　　　申込手続　�所定の申込用紙に必要事項（申込用紙の「郵便はがき」欄に受験者の氏名及び住所を忘

れずに書いてください。）を記入し、最近６か月以内に撮影した写真と５０円切手を所
定のところに貼って提出してください。写真の貼っていないもの、職種の記入のないも
のは、受け付けられない場合がありますので注意してください。

　※　�郵送する場合は必ず郵便局の窓口で簡易書留郵便にして、その際郵便局窓口で交付される「書留郵便
物受領証」は、受験票が到着するまで保管しておいてください。なお、封筒の表には、「○○受験」（例：
初級・一般事務）と朱書きしてください。

　（４）受付期間
　　　７月２３日 ( 月 ) ～８月１０日（金）
　　　８時３０分～１７時１５分（土曜日及び日曜日を除く。）
　　　郵送の場合は８月１０日（金）までの消印のあるものに限り受け付けます。

　（５）受験票の交付
　　�　�　申込書を受理した場合は、受験票を郵送します。８月３１日（金）を過ぎても受験票が到着しない

場合は、門川町役場総務課職員係（TEL ０９８２－６３－１１４０　内線２４０）に連絡してくださ
い。

６　合格から採用まで
　　�　最終合格者は職種ごとに決定され、それぞれの採用候補者名簿に登録され、そのうちから任命権者に

よって採用が決定されます。
　　�　この名簿からの採用は原則として平成２５年４月１日以降ですが、場合によっては、それ以前に採用

されることがあります。なお、合格者は採用予定者より多く決定されますので、試験に合格しても採用
されない場合があります。

７　試験関係情報の提供（緊急連絡）について
　�　災害等による試験日程の変更やその他の緊急連絡を門川町ホームページ及び宮崎県町村会ホームページ

に掲載することがあります。それぞれのアドレスは次のとおりです。

　（１）門川町ホームページアドレス　　　　http://www.town.kadogawa.lg.jp/
　（２）宮崎県町村会ホームページアドレス　http://www.myzck.gr.jp/

８　問い合わせ先
　　　門川町役場総務課職員係
　　　郵便番号　　　〒８８９－０６９６　
　　　住　　所　　　宮崎県東臼杵郡門川町本町１丁目１番地
　　　電話番号　　　０９８２－６３－１１４０　内線２４０
　　　※　郵便での問い合わせは、９０円切手を貼った宛先明記の返信用封筒を同封してください。
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生後３か月～７歳６か月未満のお子さんのいるご家族の方へ

　平成２４年８月まで、ポリオの予防接種は生後３か月から７歳６か月未満までに生ポリオワクチン
（経口）を２回接種となっています。
　平成２４年９月から生ポリオワクチン（経口）を中止し、不活化ポリオワクチン（注射）に変わり
ます。それに伴い、接種回数も変わり、年間を通じて接種できるようになります。（対象月齢は変わり
ません。）

予防接種を受ける時は、母子健康手帳が必要です。お子さんの接種歴を確認してください。
母子健康手帳を紛失した場合は、再発行しますので、健康づくり係までお越し下さい。

☆�ポリオ（急性灰白髄炎）とは乳幼児がかかることが多く、ウイルスが脊髄に入ると、主に手や足に
麻痺が現れ、一生残ってしまうことがあります。予防にはワクチンの接種しかありません。その一方、
生ポリオワクチンには副反応として、永続性の麻痺があります。日本では平成 12 年～ 21 年の間で、
生ポリオワクチンによる麻痺が確定された例が 9 人（100 万接種したときに 0.8）でした。不活化ポ
リオワクチンの導入により、生ポリオワクチンによる麻痺の副反応はなくなります。（ただし、発熱
など、不活化ワクチンの副反応はあります。）

＜生ポリオワクチンを１回接種済みの方へ＞
　２回目の接種が済んでいない生後３か月から７歳６か月未満のお子さんのうち、生ポリオワクチン
の接種を希望される方は、８月に医療機関で生ワクチンの接種を行います。対象となる方には個人通
知していますが、転入等で町では接種歴が把握できていない方もいます。お子さんの母子手帳を確認
して、生ポリオワクチンでの２回目の接種を希望される方は、健康づくり係までお問い合わせ下さい。
　接種回数等、ご不明な点は健康づくり係までお問い合わせ下さい。

健康づくり係　☎６３－１１４０（内線２２３・２２４）

同
日
開
催
!!

門
川
み
な
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

場
所
：
庵
川
漁
協
周
辺

　

残
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
も
門
川
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
り

ま
し
て
「
第
26
回
か
ど
が
わ
納
涼
花
火
大

会
」
を
下
記
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
か
ど
が
わ
納
涼
花
火
大
会
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
広
く
皆

様
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
、
門
川
の
夏
の
風

物
詩
と
し
て
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
偏
に
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係

各
位
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
例
年
の
と

お
り
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
協
賛

金
及
び
町
内
事
業
所
に
設
置
し
て
い
る
募

金
箱
へ
い
た
だ
い
た
協
力
金
で
運
営
を
い

た
し
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
夏
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
下
さ
い
。

【
開
催
日
】
平
成
24
年
８
月
25
日
（
土
）

※
荒
天
順
延　

翌
26
日
（
日
）

【
打
上
時
刻
】
午
後
８
時
～

【
主
会
場
】
庵
川
漁
協
周
辺

【
打
上
場
所
】
門
川
海
浜
総
合
公
園

【
打
上
発
数
】
４
０
０
０
発

＊�

危
険
防
止
・
安
全
確
保
の
た
め
交
通
規

制
、
立
入
り
規
制
を
設
け
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
。
警
備
員
・
消
防
団
員
・
看
板

に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

＊�

駐
車
場
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年

会
場
近
辺
や
10
号
線
が
渋
滞
し
、
緊
急

車
両
の
妨
げ
や
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
る
べ
く
、
徒
歩

等
で
の
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

門
川
町
観
光
協
会

　

暑
い
夏
、
西
門
川
の
透
き
通
っ
た
空
気

の
中
で
夏
祭
り
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。
皆

様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

平
成
24
年
８
月
４
日（
土
）午
後
３
時
よ
り

＊
雨
天
時
は
８
月
５
日
（
日
）〕
に
順
延

【
場　

所
】
西
門
川
総
合
活
性
化
セ
ン
タ
ー

【
イ
ベ
ン
ト
】

☆
宝
さ
が
し
他
（
小
学
生
他
）

☆
大
人
早
食
い
競
争
や
演
芸
大
会

☆
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
な
ど

※�

な
お
、
当
日
に
内
容
が
若
干
変
わ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。

【
主　

催
】

西
門
川
い
き
い
き
祭
り
実
行
委
員
会
・
西

門
川
地
域
活
性
化
協
議
会

【
後　

援
】

松
瀬
区
・
三
ヶ
瀬
区
・
大
内
原
区
・
上
井

野
区

【
お
問
合
わ
せ
】

実
行
委
員
長
☎
６
４
―
１
７
３
１（
黒
木
）

西
門
川
総
合
活
性
化
セ
ン
タ
ー

☎
６
４
―
１
１
１
２

８
月
13
日
（
月
）
～
８
月
15
日
（
水
）

ご
み
の
収
集
（
通
常
）

清
掃
工
場
へ
の
直
接
持
込
（
通
常
）

し
尿
の
汲
取
り
（
休
み
）

【
お
問
合
わ
せ
】

環
境
水
道
課

☎
６
３
―
１
１
４
０（
内
線
２
８
６
）
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①
午
前
の
部
／
日
程
（
５
日
間
）

８
月
27
日
（
月
）・
30
日
（
木
）

９
月
３
日
（
月
）・
６
日
（
木
）・
10
日
（
月
）

時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

②
夜
間
の
部
／
日
程
（
５
日
間
）

９
月
14
日
（
金
）・
18
日
（
火
）・
21
日
（
金
）・

25
日
（
火
）・
28
日
（
金
）

時
間
／
午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
費
用 　

				





　

２
，
１
０
０
円　
（
テ
キ
ス
ト
代
）	

【
各
講
座
共
通
】				




●
定
員

各
20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
）	

●
会
場

門
川
町
立
図
書
館　

２
階　

情
報
研
修
室

●
受
講
資
格 				






原
則
と
し
て
門
川
町
内
に
在
住
し
て
い
る
成

人
男
女

●
申
込
方
法 				






お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込 

・ 

お
問
合
せ

門
川
町
役
場　

社
会
教
育
課

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
６
６
）	

　

こ
の
た
び
、
平
成
24
年
７
月
１
日
付
け
で

法
務
大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次

の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
門
川
町
で
は
６

名
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て

※
右
記
の
日
程
で
申
込
み
を
受
付
け
中
で
す
。

69
歳
以
下　
　

２
５
０
０
円　
　
　

70
歳
以
上　
　

１
０
０
０
円

※�

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
エ
コ
ー
両
方
を
行

う
検
査
で
す
。

　

平
成
24
年
６
月
末
に
門
川
町
役
場
か
ら
乳

ガ
ン
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
付
さ
れ
た

方
は
、（
今
年
度
末
ま
で
に
41
歳
46
歳
51
歳

56
歳
61
歳
に
な
る
方
）
は
千
円
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
役
場　

町
民
課　

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
３
―
１
１
４
０

お
り
ま
す
の
で
、
人
権
に
関
す
る
こ
と
の
御

相
談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
先
ず
、
役
場
福

祉
課
地
域
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
氏
名
）
黒　

木　

洋　

子

（
住
所
）
門
川
町
南
町
４
丁
目
１
３
６
番
地

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
役
場　

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
３
２
）

　

平
成
24
年
８
月
20
日
（
月
）
よ
り
農
林
作

物
被
害
対
策
の
た
め
の
電
気
柵
購
入
補
助
事

業
の
平
成
25
年
度
分
申
請
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
産
業
振
興
課　

林
政

係
に
て
申
込
み
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
本
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
年
度
に

よ
っ
て
該
当
人
数
、
電
気
柵
基
準
額
及
び
補

助
額
が
異
な
り
ま
す
。
該
当
し
た
場
合
の
機

器
の
購
入
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
さ
れ
て
も
事
業
対
象
に
必
ず

該
当
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

　

詳
細
等
に
関
し
て
ご
質
問
等
が
あ
る
方
は

産
業
振
興
課　

林
政
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

町
道
・
県
道
・
国
道
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路

【
募
集
期
間
】

平
成
24
年
７
月
９
日（
月
）～
８
月
10
日（
金
）

【
募
集
概
要
】

（
応
募
資
格
）

門
川
町
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
門
川
町
の

団
体
に
所
属
し
て
い
る
な
ど
、
門
川
町
と
関

わ
り
の
あ
る
方
。

（
応
募
方
法
）

別
紙
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
、
左
記
ま
で
郵
送
・
持
参
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
提
出
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
せ
・
提
出
先
）

門
川
町
観
光
協
会
（
門
川
駅
内
）

〒
８
８
９
―
０
６
１
１

門
川
町
大
字
門
川
尾
末
９
２
４
６
―
２

E-m
ail:kanko-kadogaw

a@
bz04.plala.

or.jp詳
し
く
は
７
月
に
世
帯
配
布
い
た
し
ま
し
た

募
集
要
項
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
役
場
、
門
川
駅
に

も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
搬
入
に
は
「
ご
み
搬
入
許
可
証
」

が
、
必
ず
、
必
要
で
す
。
８
月
以
降
、
清
掃

工
場
へ
ご
み
を
搬
入
す
る
際
は
搬
入
許
可
証

の
提
示
を
徹
底
し
、
許
可
証
が
な
い
場
合
は

管
理
者
が
日
頃
か
ら
道
路
巡
視
等
を
行
っ
て

道
路
の
安
全
管
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
す
べ
て
の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
こ

と
は
誠
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
方
が
道
路

の
異
常
箇
所
等
を
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
そ
の
情
報
を
道
路
管
理
者
ま
で
情

報
提
供
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

１  

道
路
異
常
箇
所
等
例			




・
道
路
の
穴
ぼ
こ
、
路
面
陥
没
等

・
側
溝
蓋
の
破
損
、
隙
間
の
広
い
箇
所

・
防
護
策
が
な
く
転
落
等
の
危
険
の
あ
る
箇
所	

・
落
石
、
動
物
の
死
骸

・�

立
竹
木
が
車
道
へ
倒
れ
、
通
行
に
支
障
の

あ
る
箇
所

２  

連
絡
先

○
町
道
に
つ
い
て　

門
川
町
建
設
課
へ
（
☎
６
３
―
１
１
４
０
）	

○
国
道
10
号
（
延
岡
道
路
及
び
延
岡
南
バ
イ

パ
ス
を
含
む
）
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
延
岡
河
川
国
道
事
務
所	

延
岡
国
道
維
持
出
張
所
へ

（
☎
０
９
８
２
―
３
７
―
０
２
４
０
）

○
そ
の
他
の
国
道
及
び
県
道
に
つ
い
て

県
日
向
土
木
事
務
所
へ

（
☎
５
２
―
４
１
７
２
）

○
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
（
24
時
間
受
付
）　

♯
９
９
１
０
へ

受
入
れ
を
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

許
可
証
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
環
境

水
道
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
初
回
は
無

料
で
す
が
、
失
く
し
た
場
合
は
再
交
付
に

５
０
０
円
必
要
で
す
。
清
掃
工
場
内
で
は
、

車
内
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
確
認
で
き
る
よ

う
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
役
場
環
境
水
道
課
環
境
係

☎
０
９
８
２
―
６
３
―
１
１
４
０

（
内
線
２
８
６
）

　

町
営
墓
地
使
用
権
の
申
込
み
を
下
記
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

記

〈
空
き
区
画
及
び
使
用
料
〉

宮
ヶ
原
霊
園

（
門
川
町
宮
ヶ
原
５
丁
目
４
２
番
２
）

２
区
画

使
用
料
：
２
８
０
，
０
０
０
円
／
区
画　
　

〈
申
込
期
間
〉

平
成
24
年
８
月
20
日
（
月
）
か
ら

平
成
24
年
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

〈
申
込
方
法
〉

申
込
書
（
環
境
水
道
課
環
境
係
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
住
民
票
を
添

付
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
先
〉

門
川
町
役
場　

環
境
水
道
課　

環
境
係

（
別
館
１
Ｆ
）

〈
申
込
条
件
〉

左
記
の
２
つ
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
者

と
し
ま
す
。

①
門
川
町
に
住
所
を
有
す
る
者

②
現
在
、
町
営
墓
地
の
区
画
を
有
し
な
い
者

〈
抽
選
日
程
〉

平
成
24
年
９
月
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

後
日
、
申
込
者
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

申
込
み
に
際
し
て
は
、
住
民
票
と
印
鑑
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

環
境
水
道
課
環
境
係

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
８
６
）

「
基
本
を
学
ぼ
う　

ワ
ー
ド（
初
級
）講
座
」	

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
で
も
大
丈
夫
！
！

講
師
の
先
生
が
分
か
り
や
す
く
指
導
い
た
し

ま
す
。
あ
な
た
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

●
内　

容

・
ワ
ー
ド
の
基
礎
知
識

・
文
書
の
印
刷

・
文
字
の
入
力

・
文
書
の
編
集

・
文
書
の
作
成

・
イ
ラ
ス
ト
や
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
の
挿
入
等

★�

午
前
の
部
と
夜
間
の
部
の
２
コ
ー
ス
あ
り

ま
す
。
ご
都
合
の
よ
い
コ
ー
ス
を
お
選
び

く
だ
さ
い
。

　

日
頃
よ
り
節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
現
在
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転

停
止
に
伴
い
、
電
力
供
給
力
確
保
の
た
め
最

大
限
の
努
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
夏
は
、
昨
年
よ
り
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
節
電
の
効
果
を
見
込
ん
だ
と
し

て
も
、
供
給
力
が
不
足
し
、
電
力
需
給
は
き

わ
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
お
客
さ
ま
に
は
、
大

変
な
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今
夏
に
お
き
ま

し
て
も
、
以
下
の
内
容
の
と
お
り
、
節
電
へ

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
節
電
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
内
容
】

■�

需
給
逼
迫
が
予
想
さ
れ
る
７
月
２
日

（
月
）
か
ら
９
月
７
日
（
金
）
の
平
日
（
お

盆
時
期
８
／
13
か
ら
８
／
15
を
除
く
）
の

９
時
か
ら
20
時
に
つ
い
て
、
一
昨
年
比
▲

10
％
程
度
以
上
の
使
用
最
大
電
力
の
節
電

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■�

特
に
、
気
温
が
高
く
電
力
需
給
が
ピ
ー
ク

に
達
す
る
時
間
帯
（
九
州
で
は
13
時
か
ら

17
時
）
に
お
い
て
、
重
点
的
な
節
電
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■�

ま
た
、
右
記
期
間
・
時
間
帯
以
外
に
つ
き

ま
し
て
も
、
お
客
さ
ま
の
生
活
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
の
節
電
に
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
受
付
中

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集
!!

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

15

清
掃
工
場
へ
の
ご
み
搬
入
に
つ

い
て

町
営
墓
地
使
用
権
の
申
込
み
に

つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
の
発
令
に

つ
い
て

平
成
25
年
度
分
の
農
林
作
物
鳥
獣

被
害
対
策
の
た
め
の
電
気
柵
購
入

補
助
事
業
の
申
請
に
つ
い
て

道
路
異
常
箇
所
等
の
情
報
提
供

に
つ
い
て（
お
願
い
）	

門
川
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
＆
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

大
募
集
!!
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（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万
円
。
日
程

等
の
詳
細
は
、（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１
ま
で
。

　

お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の
各
都
道
府
県
遺

族
会
へ
。

〈
実
施
地
域
〉

（
広
域
地
域
）

①
旧
満
州

②
旧
ソ
連

③
モ
ン
ゴ
ル

④
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑤
中
国
（
１
次
）

⑥
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑦
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
１
次
）

⑧
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

⑨
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

⑩
パ
ラ
オ
諸
島

⑪
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

⑫
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
次
）

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
１
次
）

⑭
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡

⑮
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド
（
２
次
）

⑯
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）

⑰
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）

⑱
中
国
（
２
次
）	

（
特
定
地
域
）

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島	

　

宮
崎
海
区
漁
業
調
製
委
員
会
委
員
の
選
挙

権
を
有
す
る
人
は
、
９
月
５
日
ま
で
に
「
選

挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
」
を
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
選
挙
権

は
あ
っ
て
も
投
票
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
毎
年
、
申
請
書
の
提
出
に
つ
き
ま
し
て

は
、
門
川
漁
協
・
庵
川
漁
協
を
通
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
申
請
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〈
選
挙
権
を
有
す
る
人
〉

①�

漁
業
者
、
ま
た
は
漁
業
従
事
者
で
あ
る
こ

と
。

②�

宮
崎
海
区
に
沿
う
市
町
村
に
住
所
や
事
業

所
を
有
す
る
こ
と
。

③�

１
年
に
90
日
以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業

を
営
み
、
ま
た
は
こ
れ
に
従
事
す
る
こ
と
。

④
平
成
４
年
12
月
６
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
６
３
―
１
１
４
０
（
内
線
２
４
２
）

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金

　

日
額
３
１
０
円

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知

り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
!!

建
退
共　
　

検
索

※�

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建
退
共
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
９
８
５
―
２
０
―
８
８
６
７

「
宮
崎
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
」の
登
録
申
請

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

			




←

小
児
科
　
日
曜
・
祝
日
在
宅

当
番
医
の
お
知
ら
せ

（
財
）日
本
遺
族
会
よ
り
お
知
ら
せ
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8月のカレンダー
（平成24年７月12日現在）

土
7/29 3 4

土
31 8/1 2

日
30
月 火 水 木 金

5 10 117 8 96

12 17 1814 15 1613

19 24 2521 22 2320

26 31 9/128 29 3027

西門川いきいき
祭り

（15:00～
西門川総合活性
化センター
＊雨天時は５日
に順延）

心の杜休館日 門川町教育講演会
（14:00～16:00
クリエイティブ
センター門川）

暮らしの中の
防災講座

（19:00～20:30
門川町立中央公
民館）

行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉
センター）

民児協定例会
（13:30～
門川町社会福祉
協議会）

第26回かどがわ
納涼花火大会

（20:00～21:00
庵川漁協周辺）

乙島キャンプ場
終了
みんなと朝市

（8:00～9:30　
門川漁港）

町内小中学校
始業式

定例農業委員会
（9:30～
門川町役場）

門川町内の民生委員児童委員の皆さんをご
紹介しています。各地区の民生委員児童委
員のお顔を覚えていただき、生活や福祉に
関することなどお気軽にご相談ください。
今月は次の４人の方々です。

民生委員に関するお問い合わせは
役場福祉課まで
電話６３－１１４０（内線２３２）

門川町の民生委員児童委員

南町２区地区担当
酒井宗男さん

南ヶ丘地区担当
山本加津子さん

上町地区担当
金丸芳子さん

本町地区担当
水永玲子さん

★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

�　

８
月
27
日
は
、
７
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
８
月
27
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
９
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
６
月
分
の
再
振
替
は
８
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

　

�　

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
７
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　６月１日 ( 金 ) から７日 ( 木 ) まで水道週間が実施されました。水道週間は、水道行政の現状や課題、ま
た今後の水道事業の取組について協力を得るために設けられています。
　この水道週間に伴い門川町の管工事協同組合では町内各小中学校並びに公共施設の水道設備の点検及び軽
微な修理は無料で行っていただきました。

　このように、日々本町の水道行政に尽力されている管工事協同組合でありますがこれからも温かく見守る
とともに、水道のことで何かお困りのことがありましたら、気軽に相談していただくと迅速に対応してくだ
さります。


